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機関リポジトリの運営とは

1. 読み手でなく書き手のための仕事

2. 契約が法を上書きする

3. 論文公開の主体は著者

4. 独自の集客力はない

5. IRDB/CiNiiはOne of them



• 図書館業務 収書、供用、貸出、ILL、、、
• ある文献を読みたい人にその文献を届ける

• 文献を読むことができた人が喜んでくれるとうれしい

• 機関リポジトリ運営業務
• 学内教員の著作をより多くの人に読んでもらう

• 自分の著作がより多くの人に広まることで学内教員が
喜んでくれるとうれしい

読み手でなく書き手のための仕事

図書館の利用者＝読者

機関リポジトリの利用者＝著者（学内教員）



契約が法を上書きする

• 著作権法的にはグレーではなく、明らかに黒
• 通常、著者は研究論文の著作権を出版社に渡す

• その論文を複製・公衆送信する権利は図書館にも著者にもない

• しかし、著作権譲渡契約等によって、機関リポジトリでの
文献公開が可能となる

それ、
著作権的には
グレーなんじゃ
ないの？

※何らかの課題について、法に立ち返って考える必要が生じた場合

図書館業務において参照する著作権法は主に第31条（図書館等に
おける複製等）であるが、機関リポジトリ業務においては第31条
はほとんど関係ない。調査・検討にあたっては、著者の立場にたっ
て分析・検討すること



論文公開の主体は著者

× 著者の許諾を得て図書館が文献を公開する
〇 著者が主体的意思をもって自著文献を公開する
（図書館はその場を提供し、ときには作業を補助・代行する）

……, Springer Nature permits 
authors to self-archive the 
accepted manuscript (AM), on 
their own personal website 
and/or in their funder or 
institutional repositories,  ……



独自の集客力はない

アクセスを提供する単なる箱であり、ウェブサイトとしての機能性、デザインは重要ではない

Journal of XXXの8月号
をチェックしなきゃ

ミューオンg-2実験の最
新の報告が出てないか

高イオン伝導性をもつ
セラミックス薄膜につ

いて情報ほしい

電子ジャーナル

プレプリントサーバ

機関リポジトリ



世界の人口は80億
日本の人口は1.25億

CiNii経由で届くのはたったの1.6%

IRDB/CiNiiはOne of them

研究者が相手にしているのは世界

• 集客のため、国内外の一般検索エンジン、学術文献データベー
スに、自大学の機関リポジトリにどんな文献が存在するかとい
う情報（メタデータ）を頒布する必要がある

OAI-PMH Registered Data Providers 
OAI-PMH（メタデータ頒布の標準技術）で
メタデータを頒布しているリポジトリリスト



統合イノベーション戦略2023（令5.6）

学術論文等のオープンアクセス化 (p.126-127)

• 実施状況・現状分析：論文・データ等の研究成
果がグローバルな学術出版社等（学術プラット
フォーマー）の市場支配の下におかれているこ
とを踏まえ、2023年5月のG7科学技術大臣会
合を踏まえ、国としてのオープンアクセス方針
をCSTIで審議中

• 今後の取組方針：2025年度新規公募分からの
学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向
け、国としての方針を策定【科技、文、関係府
省】
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JPCOAR OA推進検討タスクフォース

•今年度設置
• OA具現化方式の多様化（ex. ゴールドOAの成長）を踏まえ、
機関リポジトリが目指すべき方向性について検討

• ミーティングは公開（ここまで6/27、7/11、7/28に開催）

•現在の論点
• ダイヤモンドOA、機関リポジトリでのオリジナル出版

• ゴールドOAの伸長、転換契約とその出口戦略

• 研究評価との関係

：









業務上の新たなアイディアや成果、悩みごとを共有しましょう

JPCOAR Community ML（協会の活動や会員機関相互の情報共有用）

JPCOAR JAIRO Cloud Community ML（JAIRO Cloudのユーザーサポート・相互協力用）

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/155


